
　三菱倉庫グループでは、事業活動によって社会および
環境に与える影響についての説明責任を果たすため、
2007年度から本報告書を発行しています。
　三菱倉庫グループのCSR経営の目標と活動内容および
その実績についてお伝えするため、日本工業規格（JIS）お
よび国際標準化機構（ISO）が定めたCSRのグローバル標
準である「社会的責任に関する手引」（JIS Z 26000、
ISO 26000）にもとづき、CSRの推進および7つの中核
主題ごとにわかりやすく、正確に報告します。
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対 象 範 囲 三菱倉庫グループを対象としています。

対 象 期 間 2015年4月1日～2016年3月31日
（関連性のある内容については、一部この期間外の情
報についてもご報告しています。）

対象範囲と期間

（前回発行時期 2015年10月）
2016年10月

（次回発行予定時期 2017年10月）

発行時期

■ 日本工業規格 ｢JIS Z 26000：2012 （社会的責任に関す
る手引）｣ および国際標準化機構 ｢ISO 26000：2010 （社
会的責任に関する手引）｣

■ 環境省 ｢環境報告ガイドライン（2007年度版）｣
■ GRI ｢サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版｣

参考にしたガイドライン

三菱倉庫株式会社
総務部CSR・コンプライアンスチーム
〒103-8630
東京都中央区日本橋一丁目19番1号
日本橋ダイヤビルディング
TEL．03-3278-6657
FAX．03-3278-6694

環境・社会報告書に関するお問い合わせ先

■ 編集方針

三菱倉庫HOME > CSR > 環境・社会報告書 > 拡張版

『拡張版』
http：//www.mitsubishi-logistics.co.jp/csr/pdf/enhansed_version.pdf

三菱倉庫HOME > CSR > 環境・社会報告書 > GRIガイドライン対照表

『GRIガイドライン対照表』
http：//www.mitsubishi-logistics.co.jp/csr/pdf/griguideline.pdf

▶三菱倉庫ホームページに一部データ等と、GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4
版」対照表を掲載しています。
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■ 財務データ
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■ 会社概要	（2016年3月末現在）
会 社 名 三菱倉庫株式会社

本 店 所 在 地 〒103-8630　東京都中央区日本橋一丁目19番1号　日本橋ダイヤビルディング

設 立 年 月 日 1887年4月15日

資 本 金 223億9千3百万円

営業収益（2015年度） 連結　2,068億円　　単体　1,443億円

当社グループ社員数 4,499名
（当社グループ外への休職出向者59名はふくまれていない。ほかに臨時社員1,379名および当社
グループ外からの出向・派遣受入者1,037名がいる）

当 社 社 員 数 845名
（他社への休職出向者152名はふくまれていない。ほかに臨時社員123名並びに
当社グループ内および当社グループ外からの出向・派遣受入者569名がいる）

支 店 東京、横浜、名古屋、大阪、神戸、福岡

事 業 内 容 〈物流事業〉
倉庫事業、陸上運送事業、港湾運送事業、国際運送取扱事業、海上運送業、通関業、物流情報システム
の開発・販売・運営管理業等

〈不動産事業〉
不動産の売買・賃貸借・管理業、建設工事の請負・設計・監理業、駐車場業等

連 結 対 象 会 社 連結子会社（52社）
東北菱倉運輸㈱、埼菱サービス㈱、DPネットワーク㈱、東京ダイヤサービス㈱、ダイヤ情報システム㈱、
菱倉運輸㈱、ユニトランス㈱、京浜内外フォワーディング㈱、東菱企業㈱、富士物流㈱、東京重機運輸㈱、
エスアイアイ・ロジスティクス㈱、富士物流オペレーションズ㈱、富士物流サポート㈱、金港サービス㈱、
中部貿易倉庫㈱、名菱企業㈱、菱洋運輸㈱、旭菱倉庫㈱、阪菱企業㈱、神菱港運㈱、
内外フォワーディング㈱、九州菱倉運輸㈱、門菱港運㈱、博菱港運㈱、西邦海運㈱、佐菱サービス㈱、
米国三菱倉庫会社、加州三菱倉庫会社、欧州三菱倉庫会社、富士物流ヨーロッパ会社、
三菱倉庫（中国）投資有限公司、上海菱華倉庫運輸有限公司、上海青科倉儲管理有限公司、
上海菱運国際貨運有限公司、富士国際貨運（中国）有限公司、富士物流（大連保税区）有限公司、
富士物流（上海）有限公司、香港三菱倉庫会社、富士物流（香港）会社、泰国三菱倉庫会社、
インドネシア三菱倉庫会社、P.T.	DIA-JAYA	FORWARDING	INDONESIA、
富士物流マレーシア会社、ダイヤビルテック㈱、横浜ダイヤビルマネジメント㈱、中貿開発㈱、
名古屋ダイヤビルテック㈱、大阪ダイヤビルテック㈱、神戸ダイヤサービス㈱、
神戸ダイヤメンテナンス㈱、㈱タクト
持分法適用会社（3社）
日本コンテナ・ターミナル㈱、㈱草津倉庫、JUPITER	GLOBAL	LIMITED
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